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こ
れ
か
ら
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高
知
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
は
昭
和
四

十
三
年
、
私
学
で
最
初
の
理
学
療
法
士
養
成
施

設
と
し
て
開
校
し
、
昭
和
五
十
年
に
は
三
年
制

か
ら
日
本
で
最
初
の
四
年
制
度
の
養
成
校
に
、

ま
た
昭
和
五
十
五
年
に
は
専
修
学
校
認
可
、
昭

和
六
十
二
年
に
は
儒
教
大
学
通
信
学
部
と
の
幣

習
制
度
の
導
入
（
現
在
‥
人
間
総
合
科
学
大
学
）
、

ま
た
、
平
成
五
年
に
は
作
業
療
法
学
科
、
平
成

九
年
に
は
全
国
の
養
成
機
関
に
先
駆
け
て
言
語

療
法
学
科
を
そ
れ
ぞ
れ
増
設
す
る
な
ど
、
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
職
の
総
合
学
院
と
し
て

前
学
院
長
で
あ
ら
れ
ま
し
た
中
屋
久
長
先
生
を

中
心
に
全
国
の
養
成
機
関
の
リ
ー
ダ
ー
的
な
役

割
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
近
年
、
養
成
校
の
急
増
、
特
に
大

学
、
大
学
院
レ
ベ
ル
で
の
養
成
教
育
が
主
流
と

な
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
十
八
歳
人
口
の
減
少

の
中
で
の
高
等
教
育
機
関
へ
の
進
学
率
に
つ
い

て
も
大
学
教
育
の
実
学
シ
フ
ト
化
　
（
大
学
の
専

門
学
校
化
）
、
大
学
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化
な
ど
に

よ
り
専
門
学
校
へ
の
進
学
率
が
減
少
傾
向
に
あ

る
こ
と
な
ど
本
学
院
を
取
り
巻
く
現
状
は
厳
し

く
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
開
校
五
十
周

年
に
向
け
、
大
学
化
も
含
め
た
今
後
の
学
院
の

あ
り
方
に
つ
い
て
積
極
的
に
検
討
し
、
で
き
る

こ
と
か
ら
具
体
化
し
て
い
く
時
期
に
来
て
い
る
。

ま
た
、
今
年
で
開
校
四
十
二
年
目
を
迎
え
ま

す
が
、
そ
の
歴
史
と
伝
統
の
中
で
培
わ
れ
て
き

学
院
へ
の
抱
負

学
院
長
　
　
大
倉
　
三
洋

た
卒
業
生
と
の
絆
、
こ
れ
は
本
学
院
の
誇
り
で

あ
り
財
産
で
あ
り
ま
す
。
平
成
二
十
二
年
現
在

の
卒
業
生
の
数
は
、
理
学
療
法
学
科
一
一
九
九

名
、
作
業
療
法
学
科
四
一
七
名
、
言
語
療
法
学

科
二
八
九
名
、
合
計
一
九
〇
五
名
と
な
り
、
北

は
北
海
道
か
ら
南
は
沖
縄
ま
で
岩
手
県
を
除
く

全
国
各
地
で
活
躍
し
て
お
り
ま
す
。
日
々
の
授

業
は
勿
論
の
こ
と
、
四
年
次
で
の
臨
床
実
習
や

就
職
活
動
に
お
い
て
も
卒
業
生
の
有
形
無
形
の

恩
恵
を
受
け
て
お
り
、
臨
床
実
習
施
設
の
数
、

施
設
の
内
容
ま
た
就
職
に
関
し
て
も
全
国
の
病

院
・
施
設
か
ら
求
人
依
頼
を
い
た
だ
き
、
そ
の

数
は
全
国
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
り
、
ま
さ
に

学
院
の
運
営
に
お
い
て
卒
業
生
は
無
く
て
は
な

ら
な
い
存
在
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
、
卒
業
生
と
の
杵
は
学
院
で
の
学
生
生
活
の

中
で
培
わ
れ
て
い
く
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
本

学
院
で
は
、
日
々
の
授
業
は
勿
論
の
こ
と
、
学

院
の
行
事
、
ク
ラ
ブ
活
動
も
教
育
の
三
貝
と
し

て
積
極
的
に
支
援
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
学
生

が
学
院
行
事
や
ク
ラ
ブ
活
動
を
通
し
て
目
標
に

向
か
っ
て
努
力
す
る
姿
勢
や
協
調
性
を
身
に
つ

け
る
と
と
も
に
、
良
き
友
人
や
先
輩
と
の
出
会

い
を
大
切
に
、
よ
り
充
実
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ

イ
フ
を
送
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
教
職
員
一
丸

と
な
っ
て
応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ます。



2010年5月1日発行　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高知リハビリテーション学院報一第12号（2）

、ノ
J

、ノ三三圭
iもノ

理
学
療
法
学
科

横
山
　
詩
乃

・」ソ」．JJ
二
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、
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こ
の
よ
う
に
学
院
生
活
の
四
年
間
が
終
わ
る
日
が
来

た
こ
と
、
そ
し
て
自
分
が
卒
業
し
た
の
だ
と
い
う
こ
と

に
ま
だ
ま
だ
実
感
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
思
い
返

す
と
こ
の
四
年
間
と
い
う
の
は
、
長
い
と
か
短
い
と
か

で
は
言
い
表
せ
な
い
よ
う
な
と
て
も
濃
い
も
の
で
し
た
。

入
学
し
て
す
ぐ
不
安
だ
ら
け
の
中
で
、
ク
ラ
ス
の
総

務
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
ど
う
し
よ
う
か

と
思
い
ま
し
た
が
、
気
が
付
け
ば
四
年
間
ず
っ
と
総
務

を
し
て
い
ま
し
た
。
と
は
言
っ
て
も
、
総
務
と
言
う
の

は
名
前
だ
け
で
い
つ
も
み
ん
な
に
助
け
て
も
ら
っ
て
い

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

一
年
の
冬
、
私
が
交
通
事
散
で
入
院
し
て
し
ま
っ
た

と
き
に
は
、
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
が
千
羽
鶴
を
お
っ
て
病

院
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
り
、
毎
日
授
業
の
ノ
ー
ト
を

と
っ
て
病
院
ま
で
届
け
て
く
れ
ま
し
た
。

学
院
祭
や
レ
ク
、
そ
の
打
ち
上
げ
な
ど
で
は
、
声
を

か
け
る
と
み
ん
な
が
案
を
出
し
合
っ
て
く
れ
る
こ
と
で
、

い
つ
も
最
高
の
力
を
出
し
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

勉
強
面
で
は
、
日
々
の
授
業
や
レ
ポ
ー
ト
提
出
、
テ
ス

ト
勉
強
や
実
技
の
練
習
、
そ
し
て
臨
床
実
習
や
国
家
試

験
に
向
け
て
の
班
で
の
勉
強
な
ど
そ
の
ど
ん
な
と
き
で

も
、
く
じ
け
そ
う
な
と
き
は
話
を
聞
い
て
励
ま
し
て
く

れ
た
り
渇
を
い
れ
て
く
れ
て
、
苦
手
な
分
野
は
教
え
あ

い
な
が
ら
一
緒
に
乗
り
越
え
て
く
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
一
人
で
は
何
に
も
で
き
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
四
年
間
を
終
え
て
今
思
う
の
は
、
「
つ
な
が

り
」
　
の
大
切
さ
で
す
。
素
敵
な
ク
ラ
ス
の
仲
間
、
い
つ

も
親
身
に
な
っ
て
私
た
ち
の
こ
と
を
考
え
て
く
れ
た
先

生
方
、
学
院
の
み
で
な
く
実
習
先
な
ど
全
国
に
い
る
頼

も
し
い
先
輩
の
皆
様
方
、
ま
だ
ま
だ
増
え
続
け
る
後
輩

た
ち
。
た
く
さ
ん
の
　
「
つ
な
が
り
」
　
の
な
か
に
私
が
い

る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
絶
対
に
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と

強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

私
は
就
職
し
て
県
外
に
行
き
ま
す
。
し
か
し
、
高
知

リ
ハ
の
卒
業
生
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
ず
新
し
い

場
所
で
、
一
歩
一
歩
踏
み
し
め
て
新
し
い
つ
な
が
り
を

作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
四
年
間
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
　
就
職
情
報
指
導
室

作
業
療
法
学
科

山
中
　
沙
季
恵

高
知
リ
ハ
で
の
四
年
間
は
、
レ
ク
や
学
祭
、
実
習
に

国
家
試
験
な
ど
が
途
切
れ
る
こ
と
な
く
あ
り
、
ま
さ
に

「
あ
っ
」
　
と
い
う
間
で
し
た
。
入
学
す
る
ま
で
聞
い
た

こ
と
の
な
か
っ
た
言
葉
や
、
医
療
の
こ
と
な
ど
、
一
度

に
覚
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
が
多
す
ぎ
て
、
「
自

分
に
は
無
理
か
も
し
れ
な
い
」
　
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
そ
ん
な
私
で
も
こ
こ
ま
で
来
ら
れ
た
の
は
、
辛

い
と
き
周
り
に
は
必
ず
誰
か
が
い
て
く
れ
た
か
ら
だ
と

思
い
ま
す
。
楽
し
い
時
も
幸
い
時
も
一
緒
に
い
て
く
れ

た
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
、
個
性
的
な
ク
ラ
ス
を
引
っ
張
り

見
守
っ
て
く
れ
た
担
任
の
先
生
、
質
問
に
行
く
と
分
か

り
や
す
く
教
え
て
く
れ
た
先
生
方
、
実
習
先
で
お
世
話

に
な
っ
た
先
生
方
、
い
つ
も
心
配
し
励
ま
し
て
く
れ
た

両
親
…
こ
の
四
年
間
で
得
た
、
数
え
切
れ
な
い
く
ら
い

の
　
「
人
」
　
と
の
出
逢
い
や
関
わ
り
は
、
こ
れ
か
ら
ど
こ

へ
行
っ
て
も
消
え
る
こ
と
の
な
い
繋
が
り
だ
と
思
い
ま

す
。
高
知
リ
ハ
で
し
か
学
べ
な
い
こ
と
、
感
じ
ら
れ
な

い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
楽
し
く
て
濃
い
学
生
生
活

で
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

言
語
療
法
学
科

土
居
　
奈
央

長
い
と
思
っ
て
い
た
四
年
間
は
瞬
く
間
に
過
ぎ
、
卒

業
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
四
年

前
に
初
め
て
教
室
に
入
っ
た
時
、
正
直
、
不
安
で
い
っ

ぱ
い
で
し
た
。
し
か
し
、
入
学
し
て
か
ら
す
ぐ
に
行
わ

れ
る
言
語
療
法
学
科
の
み
で
の
交
流
会
、
全
学
科
で
行

わ
れ
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
等
の
お
か
げ
で
、
皆

と
仲
良
く
な
る
た
め
に
多
く
の
時
間
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
思
い
出
が
積
み
重
な
っ
て
い
き
、
四
年
間

の
思
い
出
を
尋
ね
ら
れ
て
も
、
す
ぐ
に
は
答
え
ら
れ
な

い
程
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
中
に
は
、
辛
か
っ
た
思
い

出
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
今
思
う
と
そ
れ
ら
全
て

が
自
分
の
力
と
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
学
院
で
学

ん
だ
こ
と
は
、
一
人
で
は
生
き
て
い
け
な
い
、
必
ず
誰

か
に
支
え
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
だ
か
ら

今
、
私
が
一
番
伝
え
た
い
の
は
感
謝
の
気
持
ち
で
す
。

四
年
間
見
守
っ
て
く
れ
た
担
任
の
先
生
を
は
じ
め
、
学

科
の
先
生
方
、
先
輩
、
後
輩
、
ク
ラ
ス
の
友
達
、
陰
で

支
え
て
く
だ
さ
っ
た
職
員
の
方
々
、
私
と
出
会
っ
て
く

れ
た
全
て
の
人
に
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

昨
年
の
十
月
十
七
日
、
本
学
院
四

年
次
生
を
対
象
に
高
知
県
内
の
病
院

を
中
心
に
合
同
就
職
説
明
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
三
十
七
施
設
七
十
名

の
採
用
担
当
者
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

熱
気
あ
ふ
れ
る
就
職
説
明
会
と
な
り

ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
二
十
一
年
度
の
本
学

へ
の
求
人
件
数
　
（
求
人
数
）
　
は
、
千

六
百
三
十
件
（
三
千
九
百
九
十
三
名
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
各
学
科
の
卒
業

生
は
左
記
の
病
院
・
施
設
に
採
用
決

定
し
ま
し
た
の
で
報
告
い
た
し
ま
す
。

理
学
療
法
学
科

《
高
知
県
》
田
野
病
院
・
野
市
中
央
病

院
・
J
A
高
知
厚
生
連
・
南
国
中
央

病
院
・
南
国
厚
生
病
院
・
い
ず
み
の

病
院
・
高
知
病
院
・
高
知
赤
十
字
病

院
・
社
会
医
療
法
人
近
森
会
・
海
里

マ
リ
ン
病
院
・
え
だ
し
げ
整
形
外
科
・

細
木
病
院
・
高
知
生
協
病
院
・
厚
生

年
金
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
・

関
田
病
院
・
白
菊
園
病
院
・
清
和
病

院
・
須
崎
く
ろ
し
お
病
院
・
ネ
オ
リ

ゾ
ー
ト
ち
ひ
ろ
病
院
・
く
ぼ
か
わ
病

院
《
茨
城
県
》
石
岡
循
環
器
科
脳
神

経
外
科
病
院
《
千
葉
県
》
船
橋
市
立

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
《
山
梨

県
》
甲
州
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病

院
《
愛
知
県
》
愛
知
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
院
《
京
都
府
》
京
都
博
愛

病
院
《
大
阪
府
》
医
療
法
人
愛
仁
会
・

城
山
病
院
・
南
谷
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
大

阪
発
達
総
合
療
育
セ
ン
タ
ー
《
兵
庫

県
》
ウ
エ
ル
ハ
ウ
ス
川
西
《
岡
山
県
》

岡
山
協
立
病
院
《
広
島
県
》
公
立
み

つ
ぎ
総
合
病
院
・
興
生
総
合
病
院
《
香

川
県
》
　
三
豊
市
立
西
香
川
病
院
・
松

井
病
院
・
総
合
病
院
回
生
病
院
《
徳

島
県
》
国
立
病
院
機
構
徳
島
病
院
・

稲
次
整
形
外
科
・
き
た
じ
ま
田
岡
病

院
《
愛
媛
県
》
国
立
病
院
機
構
愛
媛

病
院
・
伊
予
病
院
・
松
山
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
・
広
瀬
病
院
・
真

網
代
く
じ
ら
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

病
院
・
南
愛
媛
療
育
セ
ン
タ
ー
・
宇

和
島
社
会
保
険
病
院
・
愛
媛
県
立
中

央
病
院

作
業
療
法
学
科

《
高
知
県
》
田
野
病
院
・
J
A
高
知
厚

生
連
・
南
国
中
央
病
院
・
南
国
厚
生

病
院
・
い
ず
み
の
病
院
二
高
知
病
院
・

細
木
病
院
・
社
会
医
療
法
人
近
森
会
・

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
す
こ
や

か
な
杜
二
向
知
脳
神
経
外
科
病
院
・

白
菊
園
病
院
・
清
和
病
院
・
須
崎
く

ろ
し
お
病
院
・
オ
イ
コ
ニ
ア
《
千
葉

県
》
船
橋
市
立
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
病
院
《
大
阪
府
》
城
山
病
院
《
岡

山
県
》
株
式
会
社
創
心
会
《
香
川
県
》

香
川
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
《
愛
媛
県
》
道
後
温
泉
病
院
・

伊
予
病
院
・
横
山
病
院
・
広
瀬
病
院

《
大
分
県
》
別
府
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー

言
語
療
法
学
科

《
高
知
県
》
田
野
病
院
・
南
国
厚
生
病

院
・
い
ず
み
の
病
院
・
高
知
病
院
・

社
会
医
療
法
人
近
森
会
・
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
す
こ
や
か
な
杜
・

愛
宕
病
院
・
横
浜
病
院
・
白
菊
園
病

院
・
木
俵
病
院
二
向
知
大
学
医
学
部

附
属
病
院
・
高
知
医
療
セ
ン
タ
ー
《
静

岡
県
》
浜
松
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

病
院
《
岡
山
県
》
倉
敷
中
央
病
院
《
香

川
県
》
橋
本
病
院
《
徳
島
県
》
国
立

病
院
機
構
徳
島
病
院
・
佐
藤
病
院
・

鴨
島
病
院
《
愛
媛
県
》
西
条
愛
寿
会

病
院
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卒業研究発表会
理
学
療
法
学
科
　
副
補
導
主
任

平
賀
　
康
嗣

平
成
二
十
一
年
度
卒
業
研
究
発
表
会
が
、

平
成
二
十
一
年
十
二
月
一
日
　
（
火
）
　
二
一
日

（
水
）
・
三
日
　
（
木
）
　
の
三
日
間
に
渡
り
、

本
学
院
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
年

度
は
、
七
回
目
の
三
学
科
合
同
開
催
及
び
理

学
療
法
学
科
学
生
増
員
体
制
に
よ
る
二
回
目

の
三
日
間
開
催
で
あ
り
、
理
学
療
法
学
科
六

十
八
名
、
作
業
療
法
学
科
三
十
一
名
、
言
語

療
法
学
科
三
十
一
名
、
合
計
百
三
十
名
が
卒

業
研
究
の
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
人
間
総
合
科
学
大
学
併
修
者

は
、
理
学
療
法
学
科
五
十
二
名
、
作
業
療
法

作
業
療
法
学
科
　
補
導
主
任

石
元
　
美
知
子

三
十
一
名
の
学
生
が
卒
業
研
究
発
表
を
行

い
ま
し
た
。
内
十
六
名
は
人
間
総
合
科
学
大

学
の
卒
業
研
究
も
兼
ね
て
の
発
表
と
な
り
ま

し
た
。
テ
ー
マ
は
、
記
憶
・
注
意
・
遂
行
機

能
な
ど
の
高
次
脳
機
能
、
高
齢
者
と
環
境
、

環
境
と
作
業
遂
行
や
集
団
力
動
の
関
係
、
自

助
具
や
福
祉
用
具
、
環
境
と
姿
勢
・
運
動
を

み
る
動
作
分
析
な
ど
様
々
で
す
。
今
年
は
、

国
家
試
験
に
向
け
て
二
年
生
か
ら
文
献
を
探

言
語
療
法
学
科
　
補
導
主
任

本
田
　
梨
佐

一
年
次
か
ら
ゼ
ミ
活
動
を
し
て
い
た
学
生

で
あ
っ
た
為
、
発
表
す
る
こ
と
に
は
慣
れ
て

い
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
四
年
間
の
集

大
成
を
発
表
す
る
と
な
る
と
研
究
発
表
当
日

は
皆
、
緊
張
し
て
い
ま
し
た
。

自
分
で
テ
ー
マ
を
見
つ
け
、
そ
し
て
、
論

文
を
書
き
上
げ
る
こ
と
は
大
変
、
難
し
く
、

厳
し
い
道
の
り
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の

学
科
十
六
名
、
言
語
療
法
学
科
十
六
名
、
合

計
八
十
四
名
で
、
こ
れ
ら
の
学
生
は
大
学
の

卒
業
研
究
も
兼
ね
た
形
で
の
発
表
と
な
り
ま

した。こ
の
卒
業
研
究
は
、
年
々
難
易
度
が
上
が

る
国
家
試
験
対
策
に
負
担
が
か
か
ら
な
い
よ

う
に
早
い
学
生
で
は
二
年
次
か
ら
取
り
組
ん

で
お
り
、
学
生
は
も
ち
ろ
ん
各
担
当
教
員
の

対
応
も
重
要
な
要
素
を
占
め
て
い
る
こ
と
が

大
変
印
象
的
で
し
た
。
今
後
は
、
こ
の
学
習

経
験
を
活
か
し
、
こ
れ
か
ら
の
臨
床
活
動
に

お
い
て
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
い

ます。

∩
・
・
♪
ハ
お
け
臓
歳
入
苛
洋
∫
．
景
品
人
‥
‥
見
｝
・
・
慮
戯
け
…

－
予
い
て
粒
軍
事

し
、
四
年
生
の
初
め
に
は
論
文
を
書
き
上
げ

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
興
味
や
関
心
を
形
に

し
て
い
く
こ
と
は
難
し
い
道
の
り
で
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
的
な
発
表
と
な
り
ま
し
た
。

発
表
会
で
は
、
自
分
の
研
究
し
得
た
こ
と
を
、

人
に
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
伝
え
る
と

い
う
こ
と
も
学
生
個
々
に
頑
張
っ
て
い
ま
し

た
。
卒
業
後
は
こ
の
経
験
を
生
か
し
て
研
究

活
動
を
続
け
、
よ
り
良
い
O
T
を
提
供
で
き

る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

高
知
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
で
は
、
平
成

十
二
年
か
ら
人
間
総
合
科
学
大
学
と
併
修
提
携
を

結
び
、
併
修
制
度
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

併
修
制
度
と
は
、
同
時
に
専
門
学
校
と
大
学
で
学

ぶ
シ
ス
テ
ム
で
す
。
本
学
院
は
、
豊
か
な
人
間
性

と
高
い
知
性
を
も
つ
こ
と
で
品
位
を
高
め
る
と
い

う
人
間
総
合
科
学
大
学
の
理
念
に
共
感
し
、
幅
広

い
教
養
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
医
療
人
の
道
を
歩

み
始
め
た
と
き
に
必
ず
や
役
に
立
つ
と
の
思
い
か

ら
、
併
修
提
携
を
結
び
ま
し
た
。

現
在
、
約
五
割
の
学
生
が
こ
の
併
修
制
度
を
利

用
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
二
十
一
年
度
高
知
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
卒
業
生
の
う
ち
、
六
十
八

名
が
、
人
間
総
合
科
学
大
学
人
間
学
部
人
間
科
学

科
を
平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
一
日
に
卒
業
し
ま

し
た
。
な
お
ま
た
、
平
成
二
十
二
年
度
入
学
者
数

は
六
十
七
名
に
な
る
予
定
で
す
。

卒
業
生
に
は
、
医
療
や
介
護
・
福
祉
の
場
面
に

お
い
て
大
学
で
得
た
学
識
を
も
っ
て
対
象
者
か
ら

信
頼
と
敬
愛
の
念
を
得
て
、
活
躍
さ
れ
る
よ
う
期

待
し
て
い
ま
す
。

（
学
習
相
談
指
導
室
　
山
本
）

た
め
、
終
わ
っ
た
後
の
笑
顔
は
と
て
も
輝
い

て
い
ま
し
た
。
人
科
大
を
併
修
し
て
い
た
学

生
は
一
年
次
か
ら
誰
も
途
中
で
諦
め
る
こ
と

な
く
、
最
後
の
発
表
も
全
員
で
協
力
し
て
終

え
る
こ
と
が
で
き
、
本
当
に
良
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
卒
後
も
日
々
の
臨
床
活
動
の
中
で
、

疑
問
を
持
ち
、
そ
れ
に
つ
い
て
解
決
す
る
姿

勢
を
忘
れ
ず
、
患
者
様
に
よ
り
良
い
ア
プ
ロ

ー
チ
を
提
供
す
る
こ
と
に
努
め
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。
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平素は、本学院後援会の運営につきまして、役員及び保護者の皆様方にはご理解とご支援を賜り厚
く御礼申し上げます。後援会は本学院の充実発展を図り、教育の振興と学生の福利厚生を増進するこ
とを目的としており、本年度は総会におきまして①学院祭、よさこい祭、クラブ活動等の福利厚生に
対する助成②図書室充実のための助成③就職業務に関する助成④保護者との連携を図るための広報
誌の発行⑤学院校舎外の環境整備⑥教職員の教育研究向上のための助成等が承認され、これらの事
業を適正に執行することにより、学生にとってよりよい教育環境づくりを目指したいと思います。

戚
辟

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

《
誉
れ
か
ら
第
日
回
の
拳
》

疏
床
真
書

病
院
や
施
設
に
行
っ
て
専
門
の
知
識
や
技
術
を
実
際
に

学
ぶ
学
外
実
習
の
こ
と
を
、
医
学
分
野
で
は
「
臨
床
実
習
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
。
な
あ
看
護
分
野
で
は
、
い
ま
は
臨
床

実
習
と
い
う
呼
び
方
で
は
な
く
な
り
臨
地
実
習
と
い
い
ま

す。
臨
床
実
習
に
は
、
広
い
意
味
で
は
、
見
学
実
習
、
短
期

実
習
、
長
期
実
習
か
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
通
常
は
狭
義

の
意
味
で
、
臨
床
実
習
は
長
期
実
習
の
み
を
意
味
し
ま
す
。

長
期
実
習
で
あ
る
臨
床
実
習
は
、
学
科
に
よ
っ
て
い
く
ぶ

ん
時
期
や
期
間
が
異
な
り
ま
す
が
、
四
年
次
生
に
な
る
と

早
々
に
始
ま
り
ま
す
。
高
知
県
内
と
は
限
ら
ず
、
学
院
が

決
め
た
病
院
（
あ
る
い
は
施
設
）
で
、
一
病
院
で
」
ハ
週
間
～

八
週
間
の
実
習
を
し
て
、
二
病
院
ま
た
は
二
病
院
を
回
り

ま
す
。
実
習
で
き
る
病
院
は
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
全
国

各
地
に
散
ら
ば
っ
て
い
て
、
実
習
す
る
病
院
は
学
院
側
で

指
定
し
ま
す
の
で
、
学
生
が
一
人
で
そ
の
病
院
に
行
っ
て
、

ア
パ
ー
ト
生
活
を
し
な
か
ら
約
二
ケ
月
間
滞
在
し
て
、
診

療
の
実
際
を
学
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

実
習
生
を
指
導
し
て
＜
れ
る
人
を
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー

（
S
V
）
と
呼
び
ま
す
ガ
、
た
い
て
い
の
病
院
で
は
S
＞

か
ら
∃
a
⊃
｛
○
ヨ
a
⊃
で
の
指
導
を
受
け
ま
す
。
実
際
に
、

患
者
さ
ん
を
S
＞
と
一
緒
に
な
っ
て
診
療
し
な
か
ら
、
患

者
さ
ん
へ
の
接
し
方
な
ど
接
遇
の
技
術
や
専
門
の
診
療
の

技
術
を
学
び
ま
す
。
患
者
さ
ん
か
ら
好
か
れ
信
頼
さ
れ
る

医
療
人
と
な
る
に
は
、
こ
の
期
に
技
量
だ
け
で
な
く
人
間

性
も
高
め
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
実
習
地
の
職
員
と
同
様
の

通
学
形
態
を
と
り
な
か
ら
、
多
く
の
こ
と
を
学
ば
ね
ば
な

ら
ず
、
最
も
努
力
を
要
す
る
期
間
で
も
あ
る
と
も
言
え
ま

す。
患
者
さ
ん
や
障
害
の
あ
る
人
か
ら
信
頼
と
尊
敬
を
得
る

た
め
に
は
，
卒
業
後
も
日
進
月
歩
の
医
学
で
常
に
研
学
の

精
神
を
持
ち
続
け
て
も
ら
え
る
こ
と
と
．
自
己
の
人
間
的

研
鎖
に
つ
い
て
も
そ
の
向
上
心
と
習
慣
を
学
生
時
代
に
身

に
つ
け
て
も
ら
え
る
こ
と
が
，
私
た
ち
の
モ
ッ
ト
ー
で
す
。

（
教
務
部
　
山
本
）

介紹員教

亀
し

理
学
療
法
学
科

中
野
　
良
哉

私
の
生
ま
れ
は
葛
飾
柴
又
、
千
葉
県
で
育

ち
、
小
学
生
時
代
は
ア
メ
リ
カ
で
一
年
間
過

ご
し
ま
し
た
。
福
岡
で
大
学
院
生
活
を
送
っ

た
後
、
本
学
院
の
言
語
療
法
学
科
の
講
師
に

招
か
れ
、
高
知
県
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
言

語
療
法
学
科
で
は
心
理
学
系
の
科
目
を
六
年

間
教
え
、
合
わ
せ
て
県
の
乳
幼
児
健
診
の
言

葉
の
相
談
の
仕
事
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
現
在
は
理
学
療
法
学
科
の
講
師
と
し
て
、

理
学
療
法
と
言
語
療
法
の
両
コ
ー
ス
の
心
理

学
系
の
科
目
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
日
本
と
ア
メ
リ
カ
、
千
葉
県
と
高
知

県
、
研
究
と
臨
床
、
心
理
と
医
療
、
理
学
療

法
と
言
語
聴
覚
療
法
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化

に
接
触
し
て
き
た
結
果
、
幅
広
い
複
眼
的
な

視
点
で
も
の
ご
と
を
判
断
す
る
こ
と
の
大
切

さ
を
学
習
し
ま
し
た
。
そ
う
し
た
自
分
の
特

徴
を
生
か
し
て
、
学
生
諸
君
の
成
長
の
糧
と

な
る
よ
う
な
刺
激
を
与
え
続
け
ら
れ
る
よ
う

に
、
精
進
し
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
願

っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

作
業
療
法
学
科

大
塚
　
貴
英

私
が
、
当
学
院
で
の
教
育
に
携
わ
り
十
年

目
　
（
前
職
場
か
ら
の
出
向
期
間
を
含
め
る
と

十
二
年
目
と
な
り
ま
す
。
）
　
の
節
目
を
迎
え

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

担
当
科
目
は
、
二
年
次
の
応
用
作
業
学
・

義
肢
装
具
学
・
日
常
生
活
学
、
三
年
次
の
生

活
環
境
論
を
担
当
し
て
い
ま
す
が
、
国
家
試

験
に
関
す
る
手
続
き
や
勉
強
会
の
計
画
な
ど

の
担
当
も
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
年
度
は
第
十
八
期
生
　
（
本
年
度

の
新
入
生
）
　
の
補
導
主
任
を
任
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
臨
床
実
習

や
国
家
試
験
な
ど
で
、
保
護
者
の
皆
様
や
諸

先
輩
、
卒
業
生
の
力
を
お
借
り
す
る
こ
と
が

増
え
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
全
員
が
無
事
卒

業
し
、
対
象
者
に
信
頼
さ
れ
る
セ
ラ
ピ
ス
ト

に
な
れ
る
よ
う
指
導
し
て
参
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
指
導
、
ご

鞭
桂
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

言
語
療
法
学
科

櫻
木
　
理
恵

′
′
′
′
′
′
′
′
′
′
′
′
′
′
、

高
知
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
を
二
期

生
と
し
て
卒
業
後
、
小
児
・
成
人
の
患
者
様

を
対
象
に
八
年
間
臨
床
の
場
に
携
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
間
も
戸
惑
い
、
悩
む
こ
と
も

多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
学
生
時
代
に
先
生
方

に
教
え
て
い
た
だ
い
た
知
識
・
技
術
だ
け
で

は
な
く
、
セ
ラ
ピ
ス
ト
と
し
て
の
姿
勢
・
心

構
え
が
現
在
の
言
語
聴
覚
士
と
し
て
の
自
身

の
礎
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
お
り
ま

す。

今
回
、
縁
が
あ
り
本
学
院
で
勤
務
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
、
一
年
生
の
副
主
任

を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
今

日
ま
で
学
生
と
接
す
る
中
で
新
鮮
さ
を
感
じ

な
が
ら
も
、
し
っ
か
り
と
し
た
指
導
が
で
き

る
よ
う
に
私
自
身
も
研
鉾
を
積
ま
ね
ば
と
日
々

感
じ
て
お
り
ま
す
。
専
門
家
と
し
て
必
要
な

知
識
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
今
度
は
私
自
身

が
学
生
時
代
に
先
生
方
か
ら
教
わ
っ
た
セ
ラ

ピ
ス
ト
と
し
て
の
姿
勢
・
心
構
え
を
、
学
生

達
に
伝
え
て
い
け
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
御
指
導
御
鞭
撞
の
ほ

ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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中村乃理子

作
業
療
法
学
科
　
　
坂
本
　
和
弥

昨
年
度
の
学
院
祭
で
は
二
日
間
に
わ
た

り
、
各
ク
一
ブ
ス
で
の
出
店
や
、
外
部
の
方

も
自
由
に
参
加
で
き
る
ビ
ン
ゴ
大
会
、
学

生
で
企
画
さ
れ
た
ウ
一
フ
ス
自
慢
や
、
カ
ラ

オ
ケ
大
会
な
ど
多
く
の
催
し
を
運
営
い
た

し
ま
し
た
。
本
番
が
近
付
く
に
つ
れ
て
、

準
備
に
追
わ
れ
学
校
全
体
が
慌
た
だ
し
く

怠
り
、
成
功
さ
せ
る
事
に
対
し
て
の
不
安

∈
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
度
は
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
影
響
に
よ
り
、
一
時
は
ど

う
な
る
事
か
と
思
い
ま
し
た
が
、
実
行
委

員
会
や
各
イ
ベ
ン
ト
係
を
中
心
に
学
生
が

一
丸
と
怠
っ
て
学
院
祭
に
挑
み
、
先
生
方

の
サ
ポ
ー
ト
や
ご
指
導
の
お
か
げ
で
、
何

と
か
成
功
さ
せ
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

当
日
は
、
地
域
の
方
々
や
、
先
輩
方
に

立
ち
寄
っ
て
頂
き
、
大
盛
況
で
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
大
き
な
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
な
く
、

例
年
以
上
に
明
る
く
楽
し
い
学
院
祭
に
な

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

企
画
運
営
を
し
て
い
く
中
で
、
自
分
一

人
の
力
だ
け
で
は
な
く
、
学
生
、
実
行
委

員
、
外
部
の
方
々
や
先
生
方
の
お
か
げ
で

無
事
成
功
さ
せ

る
事
が
出
来
た

と
思
っ
て
い
ま

す
。
来
年
度
の

学
院
祭
も
明
る

く
楽
し
く
あ
っ

て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
本
当

に
あ
り
が
と
う

山
′
き
い
ま
し
七
梅

理
学
療
法
学
科
　
二
年
　
井
手
　
雄
大

「
自
由
気
ま
ま
に
練
習
」
が
モ
ッ
ト
ー

の
軽
音
部
で
す
。
主
な
活
動
は
十
月
中
旬

に
行
わ
れ
る
学
院
祭
で
の
ラ
イ
ブ
活
動
、

及
び
そ
れ
に
向
け
て
の
練
習
で
す
。
と
い

っ
て
吉
日
頃
は
練
習
し
た
い
時
に
練
習
す

る
と
い
っ
た
モ
ッ
ト
ー
通
り
の
活
動
と
な

っ
て
い
ま
す
。

昨
年
は
晴
れ
て
部
と
し
て
認
め
ら
れ
、

器
材
と
し
て
ド
ラ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
ド
ラ
ム
を

加
え
た
練
習
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
充
実

度
が
増
し
ま
し
た
。
そ
し
て
十
月
中
旬
に

行
わ
れ
た
学
院
祭
で
は
全
四
組
で
ラ
イ
ブ

を
行
い
、
見
て
い
る
側
を
巻
き
込
ん
で
の

大
変
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

そ
し
て
今
度
は
さ
ら
に
楽
し
く
、
か
つ

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

以
前
か
ら
行
っ
て
い
た
経
験
者
の
方
は
勿

論
、
少
し
で
も
興
味
の
あ
る
方
は
是
非
と

も
軽
菖
部
へ
。
学
院
祭
で
盛
り
上
が
り
ま

し
ょ
う
、
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

に
つ
い
て

図
書
室
の
開
室
日
は
月
曜
日
～

金
曜
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た

だ
し
月
に
一
回
程
、
休
日
も
開

室
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
主
と

し
て
、
臨
床
実
習
中
の
四
年
生

の
た
め
の
開
室
で
す
が
、
も
ち

ろ
ん
一
年
生
～
三
年
生
の
利
用
も
大
歓
迎
で
す
。

平
成
二
十
一
年
度
は
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、
臨

床
実
習
期
間
に
合
わ
せ
て
の
開
室
を
実
習
終
了
後

の
後
期
も
実
施
し
よ
う
と
、
休
日
開
室
を
延
長
し

ま
し
た
。
実
習
期
間
中
は
や
は
り
四
年
生
の
利
用

が
多
く
、
文
献
検
索
等
資
料
集
め
に
奮
闘
し
て
い

る
よ
う
で
し
た
。
中
に
は
県
外
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
帰

省
し
て
利
用
し
て
い
る
学
生
も
い
ま
し
た
。

実
習
が
終
わ
っ
た
十
一
月
の
開
室
か
ら
は
、
利

用
が
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
正
直
気
が
気
で
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
蓋
を
開
け
て
み
る
と
満
員
御
礼
の

よ
う
な
賑
わ
い
で
驚
き
ま
し
た
。
後
期
は
、
一
年

生
～
四
年
生
ま
で
、
課
題
の
学
習
や
試
験
勉
強
な

ど
で
図
書
室
を
利
用
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
休

日
に
も
関
わ
ら
ず
、
熱
心
に
勉
強
し
て
い
る
姿
を

み
る
と
開
室
し
て
よ
か
っ
た
と
安
心
し
ま
し
た
。

ま
た
、
休
日
開
室
は
卒
業
生
も
利
用
し
て
い
ま

す
。
休
み
の
日
に
母
校
の
図
書
室
を
利
用
し
、
臨

床
に
生
か
せ
る
知
識
を
蓄
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

休
日
に
も
有
意
義
に
過
ご
せ
る
図
書
室
に
な
る
よ

う
、
皆
さ
ん
の
意
見
に
耳
を
傾
け
つ
つ
、
今
年
も

日
々
邁
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

、
ノ
〃
7

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
つ
い
て

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
国
内

で
初
め
て
確
認
さ
れ
て
か
ら
、
早

一
年
近
く
に
な
り
ま
し
た
。
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
の
た
め
に
、

と
マ
ス
ク
の
品
切
れ
が
続
い
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
法
は
、
新
型
も
季
節

性
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
使
い

捨
て
マ
ス
ク
の
使
用
や
う
が
い
、
ウ
イ
ル
ス
が
皮

膚
の
粘
膜
に
付
着
し
感
染
す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め

に
手
洗
い
の
励
行
、
ア
ル
コ
ー
ル
に
よ
る
手
指
の

消
毒
が
有
効
で
す
。
学
内
で
も
各
教
室
や
図
書
室
、

食
堂
等
の
入
り
口
や
ト
イ
レ
な
ど
に
手
指
消
毒
剤

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
咳
が
出
る
学
生
は
、

咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
と
し
て
自
主
的
に
マ
ス
ク
を
つ
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

予
防
す
る
た
め
に
は
毎
日
の
生
活
習
慣
が
基
本

で
す
。
手
洗
い
と
う
が
い
を
習
慣
に
し
、
食
事
、

睡
眠
、
休
養
で
健
康
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。
栄
養

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
、
十
分
な
睡
眠
、
休
養

が
と
れ
て
い
る
か
な
ど
、
た
ま
に
は
毎
日
の
生
活

を
振
り
返
っ
て
み
る
こ
と
も
予
防
に
繋
が
る
と
思

い
ま
す
。
流
行
時
期
だ
け
で
な
く
一
年
を
通
し
て

気
を
つ
け
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

】
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全回で活躍する卒業生シリーズ⑪

食欲旺盛な学生で賑わう食堂

豊富なメニューの日替りランチは人気

抜群

平成22年度年間予定表

4月3日　　　　入学式

4月5・6日　　オリエンテーション・健康診断

4月7日　　　　前期授業開始

4月16日　　　　レクリエーション

7月28日～8月5日

前期定期試験

8月6日～9月30日

夏季休業

8月10日・11日　よさこい祭参加

8月21日　　　　土佐市大綱まつり

10月1日　　　　後期授業開始

10月10・11日　　学院祭

12月10日～16日　3年次生後期定期試験

12月21日～1月6日

冬季休業

1月23日　　　　学園記念日

2月10日～21日　1・2年次生後期定期試験

3月13日　　　　卒業式

3月21日　　　　春季休業

出
合
え
て
ラ
ッ
キ
ー

作
業
療
法
学
科
六
期
生

私
が
作
業
療
法
士
と
し
て
働
き
は
じ
め

て
ち
ょ
う
ど
九
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
も

と
も
と
生
活
に
一
番
近
い
所
で
働
き
た
い

と
思
っ
て
い
た
私
は
、
病
院
で
六
年
間
作

業
療
法
士
と
し
て
の
基
本
を
勉
強
さ
せ
て

頂
き
、
今
は
市
内
の
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
に
移
り
訪
問
リ
ハ
の
業
務
に
従
事
し

て
い
ま
す
。
主
に
脳
卒
中
や
頚
髄
損
傷
な

ど
の
身
体
障
害
の
方
や
脳
性
麻
痺
な
ど
の

発
達
障
害
の
子
供
さ
ん
へ
の
訪
問
リ
ハ
を

行
っ
て
い
ま
す
。

在
宅
と
い
う
現
場
は
利
用
者
さ
ん
の
リ

ア
ル
な
生
活
が
見
え
や
す
く
ニ
ー
ズ
が
分

か
り
や
す
い
反
面
、
そ
の
ニ
ー
ズ
は
多
種

多
様
で
、
そ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
し
て
い

く
た
め
に
は
幅
広
い
柔
軟
な
対
応
力
が
必

要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
身
体
機
能
の
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
福
祉
用
具
や
環
境
の
こ

と
、
ケ
ア
に
関
す
る
こ
と
、
そ
の
他
生
活

に
関
わ
る
こ
と
諸
々
。
十
人
利
用
者
さ
ん

が
い
れ
ば
十
通
り
の
生
活
が
あ
り
、
解
決

し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
課
題
も
人
そ

れ
ぞ
れ
違
い
ま
す
。
ま
た
在
宅
で
は
利
用

者
さ
ん
本
人
だ
け
で
な
く
、
そ
の
家
族
の

サ
ポ
ー
ト
も
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
在

宅
で
の
関
わ
り
を
考
え
た
時
あ
く
ま
で
個

人
的
な
感
覚
で
す
が
、
作
業
療
法
士
と
し

て
と
い
う
よ
り
も
、
作
業
療
法
と
い
う
技

術
・
視
点
を
持
っ
た
一
個
人
と
し
て
利
用

者
さ
ん
や
家
族
と
お
付
き
合
い
を
さ
せ
て

香
川
　
寛

も
ら
っ
て
い
る
よ
う
な
…
。
訪
問
リ
ハ
と

い
う
業
務
を
通
し
生
活
の
持
つ
奥
深
さ
と

い
う
も
の
を
実
感
さ
せ
ら
れ
、
利
用
者
さ

ん
か
ら
作
業
療
法
士
と
し
て
も
人
と
し
て

も
日
々
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
作
業
療
法
士
を
目
指
し
た
き

っ
か
け
は
、
T
V
ド
ラ
マ
の
影
響
で
白
衣

を
着
た
い
と
い
う
と
て
も
不
純
な
も
の
で

し
た
　
（
笑
）
。
し
か
し
高
知
リ
ハ
に
入
学

し
作
業
療
法
と
い
う
も
の
を
知
る
に
つ
れ
、

そ
の
面
白
さ
と
奥
深
さ
、
自
分
の
関
わ
り

が
人
を
支
え
る
と
い
う
や
り
が
い
を
学
び
、

ま
た
作
業
療
法
士
と
な
っ
て
か
ら
は
出
会

っ
た
方
々
を
通
し
て
人
と
し
て
も
成
長
さ

せ
て
も
ら
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

き
っ
か
け
は
白
衣
を
着
た
い
と
い
う
不
純

な
動
機
で
す
が
、
今
で
は
作
業
療
法
と
い

う
も
の
に
出
会
え
て
自
分
は
本
当
に
ラ
ッ

キ
ー
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

作
業
療
法
士
と
し
て
も
人
と
し
て
も
ま

だ
ま
だ
未
熟
な
自
分
で
す
が
、
患
者
さ
ん

や
利
用
者
さ
ん
に
『
こ
の
人
に
出
会
え
て

良
か
っ
た
』
　
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

作
業
療
法
士
を
目
指
し
、
一
歩
一
歩
前
進

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

／′f】】】】


